
プラン・インターナショナルの活動
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 1937年誕生（国際本部：イギリス）し国連に公認・登録された国際NGO

 世界70カ国以上で活動を展開
日本の活動
1983年 フォスター・プラン日本事務局として創立
1986年 外務省から財団法人として認可される
1988年 外務省から特定公益増進法人に認定される
2006年 団体名を「フォスター・プラン」から「プラン・ジャパン」へ
2008年 世界の女の子の権利を促進する「Because I am a Girl」を開始
2011年 内閣府から公益財団法人として認可される
2016年 団体名を「プラン・ジャパン」から「プラン・インターナショナル」へ
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公益財団法人プラン・インターナショナル・ジャパンについて
正式名称 公益財団法人プラン・インターナショナル・ジャパン

代表者 理事長 池上 清子

所在地 東京都世田谷区

職員数 職員 75名
ボランティアスタッフ 約 550名 2020年6月現在

支援者数 プラン・スポンサーシップ支援者 約 3万5000人
グローバル・プロジェクト支援者 約 1万2000人
ガールズ・プロジェクト支援者 約 1万3000人
オーダーメイド・プロジェクト支援件数 21件（年間）

財務状況 経常収益：約34.1億円／経常費用：約32.8億円
（2020年度）

2019年度
実績
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（2019年データより）
•高所得国でジェンダー平等のスコアが高いが極
度の貧困に面している国ではジェンダー平等の
スコアが低い。

• 南アジア地域では教育におけるジェンダー不平
等がある。

• ラテンアメリカ・カリブ海地域では女性の殺人
被害が多く、ジェンダーに基づく暴力が多発。

• 中東・アフリカ地域では女性の所有権の制約
など法的制限が行われている。
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イコール・メジャーズ（Equal Measures）2030
2017年よりSDGs をジェンダーという視点から捉え、SDGs の 17 のゴールのうち、特にジェン
ダーの視点が必要と考えられたゴールに対してジェンダー指標を設定。2019年は特にジェンダー
の視点が必要と考えられた 14 ゴールに 51 の SDG ジェンダー指標を設定。

膨大な人数の女の子と女性が、「見えない存
在」となっている。コミュニティに参加できず、権利
や機会へのアクセスもない。
見える存在になるためにデータをとる必要性：
SDGsゴール5に関連する14 の指標のうち、多
くの国でデータが定期的に、そして統計的方法
論に基づいて収集されている指標は３つ。
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Equal Measures2030で示す5つのジェンダー平等推進のカギと
SDGsゴールの関係

ジェンダー平等には特にSDG 3, SDG 4, 
SDG 5, SDG 8, SDG 16がカギとなる。
世界のジェンダーに関する政策提言活動(合
計613）で最も多いテーマは「ジェンダーに基
づく暴力」「SRHR：性と生殖に関する健康
と権利」「経済的エンパワメント」「教育」
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• 2020年御茶ノ水美術専門学校学生の選抜チー
ムによるオンライン・ハラスメントの普及啓発キャン
ペーン作り

• チームのひとつがボードゲームの提案
 ターゲット：小学校高学年
 SNS利用開始年齢：中学校1年
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オンライン・ハラスメントに関するユースの制作した教材事例
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その他ユース（クリエイティブ志望）からの提案
POSITIVE BIRD
（Twitterに添削機能）

Colorful Police
（Twitterでハッシュタグキャンペーン）
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